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計画の策定にあたって
ここでは、静岡市文化振興計画策定の意義と背景について述べています。

1 策定の趣旨
本市では、平成 15 年４月の静岡市と清水市の合併を経て、平成 16 年度に策定し

た「第１次静岡市総合計画」の基本理念を達成していくための部門別計画の一つとして、
これまでの両市の文化振興に向けた取組を踏まえ、平成 18 年３月に「静岡市文化振
興ビジョン」を策定しました。
ビジョンでは、「個性あるしずおか文化の創造と継承～人が文化を創り、文化が人を

育てる都市（まち）を目指して～」という基本理念のもと、「しずおかの風土につちか
われた歴史と文化の伝承」、「地域性豊かな市民文化の創造」、「しずおか文化の発信と
交流」を３つの目標に掲げ、これまで様々な角度から文化振興施策を進めてきました。
しかし、平成 26 年度をもってビジョンの計画期間が終了したことを受け、今後の

文化振興の方向性を探るなかで、本市が文化を振興していく上で変わることのない理
念等を条例という大きな柱として定め、文化のちからによる都市の発展を目指す姿勢
を示そうと、平成 28 年４月に「静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文
化の振興に関する条例」が制定されました。
条例では、「文化のちからにより国内外から多くの人々を集め、訪れる人、住む人を

魅了する求心力の高いまちの実現」を目指すことが掲げられ、そのための指針として
文化の振興に関する計画を定めることが条項に盛り込まれました。これを受け、「静岡
市文化振興計画」を策定し、総合的かつ持続的な文化の振興を図り魅力あるまちづく
りに活かすこととしました。
この計画は平成 28 年度から令和４年度までの計画期間を経て、その役目を終えま

す。この間、条例第 20 条の規定により、文化の振興に関する市の施策の総合的な推
進を図るために設置された静岡市文化振興審議会において、目標の達成度及び効果の
検証、及び評価に関することについて審議を重ねてきました。
その中で、ゆとりある健康な心を維持し、生活を豊かにするためには、文化から「誰

ひとり取り残さない」状態、即ちソーシャル・インクルージョン
※1

を達成していく必要
があること。また誰もが家や職場・学校などのみならず、文化の力によって第３の居
場所（サードプレイス

※2

）に出会い、その緩やかな繋がりによって豊かな生活を営んで
いくことが必要であるとし、新たにこれらを盛り込んだ、第２期 静岡市文化振興計画
を策定することとしました。

※1　ソーシャル・インクルージョンとは…全ての人々を孤独や排除から擁護し、健康で文化的な生活を実現できるよ
う、社会の一員として支えていこうとする理念のこと。

※ 2　サードプレイスとは…自宅や職場・学校などに次ぐ第３の居場所のこと。コミュニティの核であると同時に、個
人が豊かに暮らすために不可欠な集いの場であり、実空間のみならずインターネットを介するものも含め、心穏
やかに過ごせる多様な空間を指す。

第 1章
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2 しずおか文化の特徴
静岡市は、温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれ、古来より東西交通の要衝として

栄えてきました。
弥生時代の代表的遺跡である登呂遺跡等、太古から人々が暮らしていたことがわか

る遺跡も多く残されているほか、今川家や徳川家の城下町として、また東海道の宿場
町としても栄えた事で、様々な時代における史跡や名所旧跡も多く、豊富な歴史文化
資源を有しています。
また、古くからこの地方における政治、経済、文化の中心として様々なものがこの

地に集まり、全国の名工が集結したことにより、ものづくりが盛んであるという特色
もあります。
現代では、主な文化施設が中心市街地に集約されており、芸術鑑賞からショッピング、

エンターテイメントまで、求心力のあるコンテンツを徒歩圏内で楽しむことができる
ほか、南アルプスの山々や日本一の深さを誇る駿河湾を有し、自然と都市の両方の機
能を兼ね備えた、他都市にはない魅力を持った都市であるといえます。
歴史に彩られた文化資源や、豊かな自然と温暖な気候が育む豊富な食、伝統的かつ

多様なものづくり、充実した文化施設等、多くのものに恵まれています。しずおか文
化は、地域の自然や生きものから受ける恵みを基礎として、歴史や人の想いや交流な
ど多くの要素によって培われてきました。
これまで、大道芸ワールドカップ in 静岡や静岡まつりなどを始めとする交流を生み

出す文化事業や、文化施設を核とした質の高い文化芸術活動が営まれ、本市らしい多
彩な文化が育まれてきました。本計画の策定とともに、市民の皆さん一人ひとりが本
市の文化に関心を寄せ、その魅力発信や継承・発展を担っていただけるよう、市とし
て働きかけていきます。

3 計画の位置付け
静岡市文化振興計画は、平成 28 年４月に制定された「静岡市創造及び交流により

まちの活力を生み出す文化の振興に関する条例」第９条に基づき策定するもので、条
例に定められた基本理念を踏まえ、文化の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推
進するための指針となるものです。
また、本市のまちづくりの最上位計画として令和５年３月に策定される「第４次静

岡市総合計画」に掲げられた目指す都市像を文化の面から実現するための個別計画で
す。

4 計画期間
本計画の計画期間は、第４次静岡市総合計画の目標年次の終了に合わせ、令和 12 

年度までの８年間とします。
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5 文化の定義
「静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化の振興に関する条例」第２
条では、文化を「芸術文化、歴史文化に代表される文化は、人に楽しさや感動を与え、
安らぎや生きる喜びをもたらすだけでなく、豊かな人間性や感性を育むために必要な
もの」と位置付けています。本計画では文化をより幅広く、わかりやすくしていく必
要があると考え、下記のように整理しています。

用　語 定　義

芸術文化
芸術（音楽、美術、演劇、文学、舞踊、写真、映画その他の芸術をいう。）
に関する文化をいう。

歴史文化
伝統芸能（能楽、歌舞伎その他わが国古来の伝統的な芸能をいう。）、
茶道、華道、書道その他これらに類するもの及び歴史上の意義を有
する事象に関する文化をいう。

しずおか文化
まち並みや特性を活かした大道芸や祭り等、本市固有の地域に根差
した文化をいう。

文化は目まぐるしい社会情勢の変遷に合わせ、少しずつその定義が変化しています。
特に令和２年から世界的に大流行した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影
響により情報技術の急速な進展が起こり、様々な要素でデジタル化が進みました。文
化においてもオンラインツールを活用する動きが顕著になり、NFT

※3

（非代替性トーク
ン）やメタバース

※4

（仮想空間）で芸術作品が発表されるなど、次々と新しい領域が生
まれています。
これらに対応するためには、

従来の形に捉われない柔軟性の
ある体制が必要であると考えら
れます。
表に具体的な名称として列挙

されていないものであっても、
人に楽しさや感動を与え、安
らぎや生きる喜びをもたらすも
のが文化であるとし、本計画で
はその活動等を振興していきま
す。

※3　NFT とは…非代替性トークン（Non-Fungible Token）のことで、コンピューターなどで制作されたデジタルデー
タに独自の「個性」が付与され、他と区別が可能なもの。芸術分野では特にデジタルアートなどの制作において
活用される場面が増加している。

※ 4　メタバースとは…コンピューターやネットワーク上における仮想空間のこと。物理的な制約や、性別・容姿・社
会的な立場から解放され、国籍や言語の壁を超える事が容易な空間であるため、現実のルールによらない新たな
文化表現の場として注目されている。
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6 基本理念
本市は、文化振興を進めるうえでの基本的な考え方について、条例第３条に次のよ

うに定めています。

文化の振興に当たっては、
(1)	 市民の自主性及び創造性が尊重されること。
(2)	 市民が常に文化に関する意識の高揚に努め、等しく文化活動を行うことができ

る環境の下に行われること。
(3)	 豊かな自然環境、歴史及び風土に培われてきた本市の文化が、市民の共通の財

産として認識されるよう配慮されること。
(4)	 次代を担う子どもに対する支援や人材の育成が図られること。
(5)	 市民が誇りと愛着を持ち、守り育ててきた特色ある文化が尊重され、その活用

が図られること。
(6)	 本市の文化を国内外へ発信することにより、文化を活かした交流促進が図られ

ること。
(7)	 各主体がそれぞれの責務にのっとり、相互に連携し、及び協働して文化活動が

行われること。
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現状と課題
ここでは、静岡市の文化振興の現状と課題について整理しています。

1 文化を取り巻く動向
文化を取り巻く国・県の動向や、情勢の変化としては、次のようなものがあげられ

ます。

(1)	社会情勢の変動

第１期 静岡市文化振興計画は平成 29 年度から令和４年度までをその計画期間とし
て策定され、その間に少子化や人口減少、過度なグローバル化が進むなど、社会情勢
は著しく変化してきました。本市内にも外国人住民が増えるなど、多文化共生を意識
したまちづくりが求められています。また、少子化が進む現代において、文化面では、
次世代に向けた文化の担い手不足が危惧されています。本市が誇るべき文化資源であ
る“しずおか文化”を後世に繋いでいくためには、その魅力を正しく伝える担い手を
育成し、広く市民の皆さんと共有していく必要があります。

◆新型コロナウイルス（COVID-19）の影響とデジタル化対応

令和元年度後半に流行が確認された新型コロナウイルス感染症は世界的に猛威を振
るいました。その抑制のために緊急事態宣言の発出や入国制限を設けるなど、あらゆ
る人の往来が制限される事態となりました。
文化芸術においてもその影響は色濃く、アーティストや参加者の県境を跨ぐ往来や、

にぎわいの創出を伴う事業の開催を見送らなければならず、また定員の削減や会場の
消毒を始めとする様々な対応が求められました。この結果、オンラインコンテンツを
用いた多彩な文化事業が催されるようになり、急速にデジタル化対応が進みました。
多様な参加手段や演出が選択できるようになり、これまでとは異なる「新たなかたち
の文化の活性化」が生まれています。一方で、実空間での身体的な文化体験が代替で
きない価値をもつことも改めて認識されつつあります。
また、働き方についてもテレワークが推奨

され、企業の本社が東京を離れるなどそのあ
り方が多様になりつつあり、都市部への人口
集中の形が変化していく傾向がみられていま
す。都市部への交通の便も良く、温暖な気候
に恵まれた本市は居住に適した条件を多く兼
ね備えており、文化のちからによって住みよ
いまちとしての質を高め、他都市の人々が「住
みたいまち」として選択されるよう、働きか
けていく必要があります。

第 2章
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◆持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けて

SDGs とは、平成 27 年９月の国連サミットで採択された、令和 12 年まで持続可
能でよりよい世界を目指すための国際目標です。17 のゴールと 169 のターゲットか
ら構成され、達成に向けて地球上の誰ひとり取り残さない事を宣言しています。
SDGs が目指す国際社会の姿は、静岡市が目指す「市民の安心や幸せ」を実現す

る都市の姿と重なります。このため静岡市では全国に先駆けて取組みを始め、平成
30 年 6 月に SDGs未来都市として日本政府に、また平成 30 年 7 月には国際連合に
SDGsハブ都市にそれぞれ選ばれました。これを受け本市では、平成 31 年３月に「静
岡市SDGs実施指針～持続可能なまちづくりのために～」を策定しています。
本計画においても、誰ひとり取り残さないための文化事業や基盤整備を行い、訪れ

る人も住む人も文化を通じて幸せを感じられるようなまちづくりを目指すこととして
います。

(2)	国・県の動向

◆劇場、音楽堂等の活性化に関する法律（平成 24 年 6 月）

平成 24 年 6 月に劇場、音楽堂等の活性化に関する法律が施行されました。この法
律は、文化芸術振興基本法の基本理念に基づいて、劇場、音楽堂、文化ホールなどの
機能を活性化し、音楽、舞踊、演劇、伝統芸能、演芸などの水準の向上と振興を図る
ために制定されたもので、劇場、音楽堂等の事業、関係者並びに国及び地方公共団体
の役割、基本的施策などについて定めています。

◆文化芸術基本法への改正（平成 29 年 6 月）

文化芸術全般にわたる基本的な法律として、平成 13 年 12 月に文化芸術振興基本
法が施行されました。また、平成 29 年にはその一部が改正され、名称を文化芸術基
本法としました。この改正では、少子高齢化や急速なグローバル化、情報技術の進展
等社会状況が著しく変化する中、観光やまちづくり、国際交流等多様な分野との連携
を視野に入れた総合的な文化芸術政策の展開を謳っているほか、食文化を「生活文化」
の定義に含めるなど、文化の定義もより幅広く見直しています。

◆文化芸術推進基本計画の策定（平成 30 年３月）

文化芸術に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成 30 年 3 月に文化
芸術推進基本計画を策定しました。計画では、文化芸術の本質的価値や社会的・経済
的価値を文化芸術の継承や創造に活用し、好循環させることで文化芸術立国の実現を
目指すとし、文化芸術を通したソーシャル・インクルージョン（社会包摂）による心
豊かで多様性のある社会等、今後の文化芸術政策が目指すべき姿を定めています。
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◆文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律（令和２年５月）

この法律では、博物館をはじめとした文化施設は文化資源の価値を磨き上げ、わか
りやすく情報発信する事でその価値と魅力に触れる機会の創出に努める事とし、文化
施設を中心とした文化による観光交流の活性化を謳っています。また、観光来訪者の
みならず、地域住民についても地域への愛着や文化資源への意識を高める事で、産業
振興や地域活性化を図っていくこととしています。

◆文化財保護法の一部改正（令和３年６月）

近年の急速な過疎化や少子高齢化の進行や新型コロナウイルス感染症の影響により、
無形文化財の継承に関する危機意識が高まりました。このような社会の変化に対応し
た文化財保護制度の整備を図るため、無形文化財及び無形の民俗文化財の登録制度を
新設し、幅広く文化財の裾野を広げて保存・活用を図る事としました。また、地方公
共団体による文化財の登録制度を新設し、国への文化財登録原簿への登録を提案でき
るようになりました。

◆障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（平成 30 年６月）

文化芸術はこれを創造・享受する者の障がいの有無にかかわらず、心の豊かさや相
互理解をもたらすものです。「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」では、
障がい者の個性と能力の発揮及び社会参加を促進するために、障がい者による文化芸
術活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進することとし、障がいのある方々
の鑑賞・創造機会の拡大や発表機会の確保、権利保護や販売等に係る支援など、幅広
い内容を定めています。

◆第５期ふじのくに文化振興基本計画（令和４年３月策定）

静岡県は、平成 18 年 10 月に文化振興基本条例を施行し、条例に基づき令和４年３
月に第５期ふじのくに文化振興基本計画を策定しました。この計画では、いつでもど
こでも多彩で魅力的な文化の花が咲き、国内から憧れられる県づくりとして多種多彩
な文化が花開き、一人ひとりが表現者になる事を目指した「ふじのくに芸術回廊」の
実現を基本目標としています。文化芸術の創造や参画、鑑賞に親しむ姿に、どこに行っ
ても巡り合える広い回廊のような静岡
県を創ることをイメージし、“しずおか”
が持つ豊かな文化的魅力を楽しみつつ、
子どもから高齢者までが生涯、文化に
親しめる地域社会の理想を目指してい
ます。
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2 本市における文化の現状

(1)	市民の文化活動状況

令和３年度に実施した「静岡市の文化に関する市民意識調査」によると、普段から
文化活動・鑑賞・体験をしている」と回答した市民の割合は 82.6％となっており、非
常に高い水準を示しています。これはコロナ禍を経て、文化の在り方そのものが問わ
れる中、オンラインコンテンツの充実が急激に促進された背景等を受け、自宅で行っ
ている文化鑑賞も文化活動の対象としたところ、市民の多くが文化活動をしていると
いう結果になりました。
今後はより文化事業の多様化が進むことが考えられ、需要に応える文化事業の実施

が求められます。

あなたが普段行っている文化活動・鑑賞・体験をしている文化は、次のうちどれですか。
（活動を行っていない場合は活動していないを回答）
回答数＝ 850

あなたは普段から文化活動をしていますか。

活動している
82.6%

活動していない
16.7%

無回答
0.7%

あなたは普段、どのくらいの頻度で文化活動・鑑賞をしていますか。
回答数＝ 681

あなたは普段、どのくらいの頻度で
文化活動・鑑賞をしていますか。

ほぼ毎日
30.7%

週に 1～ 2回
26.1%

月に 1～ 2回
18.4%

年数回程度
21.6%

その他
1.3%

無回答
1.9%

静岡市の文化に関する市民意識調査（令和３年度）
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静岡市では、文化を「ゆとりある健康な心を維持し、生活を豊かにするために必要
なもの」と位置付け、家庭での鑑賞等も文化活動として調査を行いました。この結果、「文
化活動をしている人」の割合が増加し、「毎日活動している」と回答した人の割合も高
くなっています。

(2)	環境に関する市民満足度

本市はこれまでも、静岡市文化振興計画に基づき、市民が気軽に文化に触れる機
会を増やそうと多種多様な文化事業を展開してきました。この結果、本市は身近に
文化が感じられるまちだと思うと回答した市民の割合は、「どちらとも言えない」が
32.1％と最も高く、次いで「どちらかと言えばそう思う」の割合が 31.9％、どちらか
と言えばそう思わない」の割合が 20.5％となっています。
また、「静岡市が行っている文化事業や文化施設の運営等について満足していますか」

という問いに対し、「満足している（どちらかと言えば満足しているを含む）」と回答
した人の割合が 57.6% となっており、「不満である（どちらかと言えば不満であるを
含む）」と回答した人の割合は 34.4%となっています。

静岡市は、身近に文化が感じられるまちだと思いますか。
回答数＝ 825

静岡市は、身近に文化が感じられる
まちだと思いますか。

そう思う
8.0%

どちらかと言えば
そう思う
31.9%どちらとも

言えない
32.1%

どちらかと言えば
そう思わない
20.5%

そう思わない
5.7%

無回答
1.8%

静岡市が行っている文化事業や文化施設の運営等について満足していますか。
回答数＝ 825

静岡市が行っている文化事業や文化施設の
運営等について満足していますか。

満足している
6.8%

どちらかと言えば
満足している
50.8%

どちらかと言えば
不満である
29.8%

不満である
4.6%

無回答
8.0%

静岡市の文化に関する市民意識調査（令和３年度）
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加えて、「あなたは家族や職場・学校以外で『人とのつながり』を持つ機会がありま
すか」という問いに対しては「時々機会がある」は 38.8%、「あまり機会がない」が
30.1%となっており、「機会が多くある」の割合は 15.5％となっています。

あなたは、家族や職場・学校以外で「人とのつながり」を持つ機会がありますか。
回答数＝ 825

あなたは、家族や職場・学校以外で
「人とのつながり」を持つ機会がありますか。

機会が多くある
15.5%

ときどき機会がある
38.8%

あまり機会はない
30.1%

機会はほぼない
14.4%

無回答
1.2%

静岡市の文化に関する市民意識調査（令和３年度）
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3 本市の文化振興における主な課題

(1)	誰もが文化を享受する機会を得るために

本市もまた人口減少傾向にあり、少子高齢化が進んでいます。また、外国人住民は
近年増加傾向にあり、多様な人々が住むまちになってきています。
これまで以上に、国籍や性別、年齢、障がいの有無などあらゆる要因によらず、誰

もがいつでも文化事業に参加できる環境が求められるほか、誰もが自由に文化活動を
行う事ができるよう、誰ひとり取り残さない「ソーシャル・インクルージョン」を達
成していく事が重要となっています。
市民の文化活動に対する意識の高揚を図るためには、文化を身近なものとして感じ

られる環境の整備が求められます。そのためには、まちのあらゆる場所で市民が活発
に文化に触れることができるよう、様々な機会の提
供や市民の自発的な活動に対する支援等を行う必要
があります。加えて、文化を生み出す拠点となる既
存文化施設の老朽化に対応しつつ、その機能拡充を
図るとともに、各施設の特色を活かした事業や新た
な取組を展開し、著名な芸術家等による質の高い文
化事業を提供する事で、それぞれのニーズに合った
多種多様な文化事業を開催していく事が重要となっ
ています。

(2)	文化による第３の居場所（サードプレイス）の創出

文化は人々の心に潤いをもたらすものです。文化によって自らの感情を表現したり、
楽しさや喜びを感じる事ができるほか、活動の中で人との繋がりが生まれ、認め合い
高めあう関係が築かれる事は、生きていく上で大切な活力を生み出します。家や職場・
学校などの生活の基本であるコミュニティや場に限らず、文化を通じて市民一人ひと
りがまちのあらゆる空間や SNS 等のオンライン上で居場所に出会えるよう、市とし
て働きかけていく必要があります。
少子高齢化が進む現代では、人との繋がりが希薄

になり、孤独や寂しさを抱えやすくなっています。
文化を通じたサードプレイスを創出する事で、その
緩やかな繋がりによって心豊かになり、一人ひとり
が生きがいを感じられるまちづくりを目指していく
必要があります。
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(3)	文化を活かしたにぎわいの創出

新型コロナウイルス感染症は文化事業にも大きな影響を及ぼし、一時期は感染症の
蔓延を防ぐために、人々が一堂に会するような「にぎわい」を創出する事が難しい状
況となりました。これらに対応すべく急速なデジタル化が推進された結果、これまで
は「現場で」行われることが主であった文化事業も、オンラインを活用した新しい形
が模索され、多様な実施形態が取られるようになりました。
選択肢が多様化した事により、今後は「にぎわい」の形も様変わりしていく事が予

想されます。大規模イベントによって多くの人が集う「にぎわい」に加え、文化によ
る小さなコミュニティがまちの様々な場に生まれたり、気軽に参加できる文化事業が
多く開催されている事で、常にまちが活気づい
ている「にぎわい」の創出も重要な取組みであ
ると考えられます。
また、従来の「にぎわい」も大切にし、地域

経済の活性化や産業の振興といった視点のもと
に、誰もが気軽に参加できる催しの開催を通じ、
まち全体を盛り上げ、交流人口の拡大、ひいて
は定住人口の拡大につなげていく取組も継続す
る必要があります。国内外から本市の魅力を求
めて人が往来し、住む人、訪れる人が共に喜び
を見出せるようなまちづくりを目指していく必
要があります。

(4)	推進体制の充実

上記のような課題を解決していくためには、それぞれの事情に応じて文化に触れる
機会を提供していけるよう、まちのあらゆる場を活用し、多様な文化事業を開催して
いく必要があります。これまで、多くの事業は文化施設を中心に実施されてきました。
その需要は高く、今後も維持していくべきではありますが、一方で手段がなく会場に
アクセスできない人や、お金や時間の余裕がない人等、あらゆる人を含めて「気軽に」
「誰でも」参加できる文化事業の実施が求められていることも事実です。
本計画は、公益財団法人静岡市文化振興財団をパートナーとし、静岡市の文化政策

を具現化するために必要不可欠な存在として位置付けてきました。第 2 期となる本計
画でもその関係性を維持していくほか、財団がこれまで以上に本市の文化振興を推進
していくための体制拡充を求め、本市が理想とする文化政策の実現に向け、より強固
な関係を築いていく必要があります。
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計画の基本的な考え方
ここでは、本市の文化振興の基本的な方向性として、目指す将来像等を明らかにし

ます。

1 目指す将来像
本計画を推進することにより、以下のようなまちの実現を目指します。

文化のちからにより、訪れる人、住む人を魅了するまち

	◆ 気軽に文化に触れあえる環境が整い、市民の自主的な文化活動が活発に行われる
まち
	◆ 魅力的な文化事業が企画、開催され、人々を呼びこみ、にぎわうまち
	◆ 市民が地域資源に誇りや愛着を持ち、自慢したくなるまち
	◆ 市内にある文化施設を核としたあらゆる場所で、多くの市民が「文化」を生活の
中に取り入れて楽しんでいるまち
	◆ 昔ながらの歴史や伝統文化が受け継がれ、新たな価値を生みだし魅力として発信
できるまち

2 基本目標
目指す将来像に向けて、達成すべき文化振興の基本目標を設定します。

(1)	歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

長い歴史に培われ生み出されてきた本市特有の文化を継承しながら、新たな文化を
創造する市民の活動を支援し促進を図ります。

(2)	文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

文化の持つ創造する力により、まちのにぎわいや、国内外との盛んな交流を生み出し、
産業、経済と強く結びつくことにより、文化力を経済力に変え、活力に満ちたまちの
実現を図ります。

3 SDGs のゴール
本市では、平成 31年３月に「静岡市 SDGs 実施指針～持続可能なまちづくりのた

めに～」を策定しており、本計画の上位計画である第４次静岡市総合計画においても
SDGsの推進を掲げています。
本計画においても、誰ひとり取り残さないための文化事業や基盤整備を行い、訪

れる人も住む人も文化を通じて幸せを感じられるようなまちづくりを目指しながら、
SDGsのゴール達成に向け取り組んでいきます。

第 3章
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計画内の個別事業においてもSDGsのゴールにアクションするものが含まれますが、
計画全体としては下記の２つのゴール達成を目指していきます。
本計画に関連するＳＤＧｓのゴール

№ ゴール

11 住み続けられるまちづくりを

17 パートナーシップで目標を達成しよう

4 「まちは劇場」の推進
静岡市文化振興計画では、基本目標を横断的に網羅する取組みとして「まちは劇場」

の推進に取り組みます。
「まちは劇場」とは、まち全体が劇場のように 365 日わくわくドキドキがあふれ、
賑わいとホッと一息が共存する生き生きとした“人”が主役のまちづくりです。文
化の持つ創造性を活かし、気軽に楽しむことができる仕掛けづくりを通じて、誰も
が自分らしく活躍できるまちづくりを進めています。
本市は「まちは劇場」の推進によって、まちに「文化的価値」「社会的価値」「経

済的価値」の３つの価値を創造する事を目指しています。この計画では 10 個の基
本的施策に取り組んでいきますが、「まちは劇場」の推進では施策を横断的に捉え、
計画全体を推し進める中で下記の３つの価値を創造します。
まちは劇場で目指す３つの価値創造

文化的価値
市民が文化によって暮らしに楽しさや豊かさを感じ、自身の暮ら
すまちに対してシビックプライドを抱くようになり、自らまちの
文化について考え、参画していく姿を目指します。

社会的価値
障がい者や高齢者、外国人などあらゆる人々が文化に触れる機会
を得て、自身の可能性を発見し活かしていける共生社会を実現し、
互いを認め合うコミュニティの創造を目指します。

経済的価値

住んでいる人も国内外から訪れる人も、文化イベントや文化財を
求めてまちに集う事で地域経済の活性化を図り、その結果として
様々な形の交流を促進し、新たなしずおか文化が生まれるまちを
目指します。

文化振興計画の基本的施策では、この３つの価値創造を目指しています。それぞれ
の施策で直接的、間接的にこれらの価値を創造していきます。
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5 基本的施策
基本目標を達成するために必要となる取組みとして、下記のとおり基本的施策を推

進します。

文化のちからにより訪れる人、住む人を魅了するまち
（文化振興計画）

相互作用

施
策
１

文
化
を
享
受
す
る
機
会
及
び
選
択
肢
の
充
実

施
策
２

次
世
代
の
育
成
及
び
活
動
支
援

施
策
９

文
化
事
業
等
の
情
報
を
発
信
す
る
機
会
の
充
実
と
環
境
整
備

施
策
10

交
流
を
活
性
化
す
る
国
内
外
に
向
け
た
文
化
事
業
等
の
開
催

施
策
５

し
ず
お
か
文
化
等
の
魅
力
の
発
信

施
策
４

し
ず
お
か
文
化
等
の
保
存
・
継
承
及
び
活
用

施
策
３

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
た
め
の
機
会
の
提
供

施
策
６

誰
も
が
参
加
可
能
で
継
続
的
な
体
験
機
会
の
提
供

施
策
７

あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

施
策
８

心
地
よ
い
空
間
の
創
出
及
び
公
共
施
設
の
有
効
活
用

文化的
価値

経済的
価値

社会的
価値

【基本的施策】

【４つの視点】

【基本目標】

【目指す将来像】
第２期静岡市文化振興計画　基本的施策

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
○  ○   ◎ ◎ ◎
   ○ ◎    ◎ ◎

◎：直接的な価値創造　　○：間接的な価値創造

歴史に彩られた
個性豊かな文化の創造

文化をはぐくむ
人づくり

多様な選択肢の
提供

地域の魅力向上シビックプライド
の醸成

文化がはぐくむ
地域づくり

文化を活かした交流による
活力あふれるまちづくり

文化でにぎわう
まちづくり

多様なにぎわい
の創出

文化でつながる
まちづくり

誰ひとり取り残さ
ない機会の提供

サードプレイス
の増加
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文化のちからにより訪れる人、住む人を魅了するまち
（文化振興計画）

相互作用

施
策
１

文
化
を
享
受
す
る
機
会
及
び
選
択
肢
の
充
実

施
策
２

次
世
代
の
育
成
及
び
活
動
支
援

施
策
９

文
化
事
業
等
の
情
報
を
発
信
す
る
機
会
の
充
実
と
環
境
整
備

施
策
10

交
流
を
活
性
化
す
る
国
内
外
に
向
け
た
文
化
事
業
等
の
開
催

施
策
５

し
ず
お
か
文
化
等
の
魅
力
の
発
信

施
策
４

し
ず
お
か
文
化
等
の
保
存
・
継
承
及
び
活
用

施
策
３

地
域
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
む
た
め
の
機
会
の
提
供

施
策
６

誰
も
が
参
加
可
能
で
継
続
的
な
体
験
機
会
の
提
供

施
策
７

あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

施
策
８

心
地
よ
い
空
間
の
創
出
及
び
公
共
施
設
の
有
効
活
用

文化的
価値

経済的
価値

社会的
価値

【基本的施策】

【４つの視点】

【基本目標】

【目指す将来像】
第２期静岡市文化振興計画　基本的施策

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
○  ○   ◎ ◎ ◎
   ○ ◎    ◎ ◎

◎：直接的な価値創造　　○：間接的な価値創造

歴史に彩られた
個性豊かな文化の創造

文化をはぐくむ
人づくり

多様な選択肢の
提供

地域の魅力向上シビックプライド
の醸成

文化がはぐくむ
地域づくり

文化を活かした交流による
活力あふれるまちづくり

文化でにぎわう
まちづくり

多様なにぎわい
の創出

文化でつながる
まちづくり

誰ひとり取り残さ
ない機会の提供

サードプレイス
の増加
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6 期待される成果
本計画では、施策や基本目標を通じてあらゆる場所で“誰もが”文化に触れ交流し、

居場所に出会い心豊かになること、文化交流により新たな文化を生み出し、まちが活
力を得てにぎわっていく事を目指しています。そのためには、交流を促進する活動と、
文化を深める活動を共に活かしながら、それぞれを高め合う必要があります。

【 成果達成までのイメージ 】

文化活動に打ち込むアーティストや市民の「個の活動」においては、それぞれがそ
の活動内容を深め、高めていく姿を下支えします。「文化活動を始めてみたい」と考え
る人が入門的な事業に出会えるよう支援し、プロとして活動する人には活動の場の提
供を行うなど、それぞれが伸びやかな文化活動を行える状態にしていく事は本計画の
基盤であると考えています。
次に「コミュニティの醸成」です。個の

活動が深まっていく中で、同じ活動をする
人々と仲間になったり、時にその技術を競
い合ったりする場が提供される事を目指し
ます。また、異分野に携わる人との出会い
や融合、アーティストなどプロとして活動
する人々との交流の機会が得られるよう働
きかけ、本市ならではの“しずおか文化”
が育っていく環境を整えます。
こうしたコミュニティが市内のあらゆる

場で生じ、まちに日常的なにぎわいが生じ
ていくほか、静岡まつりや清水みなと祭り、
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安倍川花火大会、大道芸ワールドカップ in 静岡といった、季節に応じた多くの人が集
う文化イベントを開催し、文化による人々の交流によってまちににぎわいによる活力
が生まれ、経済効果も生じさせていきます。



19

施策の展開
ここでは、目指す将来像及び基本目標を達成するための施策の内容について示します。

視点
１ 文化をはぐくむ人づくり

ここでは、次のような市民の姿を目指します。

•	 いつでも気軽に文化に触れる環境が整い、自ら活動に参加したくなる機会に恵
まれている。

•	 子どもや次の世代を担う人たちが活動を通じて広く育まれている。
•	 自身の活動や地域の文化に誇りを感じ、様々な手法で関わりを持っている。

（1）多様な選択肢の提供

文化に触れる多様な選択肢があり、自分に合った文化鑑賞や体験、活動に出会う
豊かな機会を提供します。また、子どもの体験・鑑賞機会を充実させ、文化やその
活動を継承していく担い手が育つ環境を整えます。

施策１ 文化を享受する機会及び選択肢の充実

•	 文化に親しむ機会の創出（各文化施設における文化事業の鑑賞や制作などの参加型事業）
•	 市民活動発表や表現の場の創造（静岡市民文化祭、静岡市芸術祭 など）
•	 学びの場や活動への参加促進（生涯学習施設での講座、講演会、公演などの開催 など）
•	 公共空間を活用した文化体験機会の提供（まちかどコンサート など）

施策２ 次世代の育成及び活動支援

•	 子どもたちへの体験・学習機会の提供（各文化施設における学校等学習支援事業 など）
•	 地域に根差した技術への興味関心促進（地場産品体験学習事業 など）
•	 アーティストの育成（まち劇スポット事業 など）
•	 地域文化継承事業（文化財サポーター養成講座）

（2）シビックプライドの醸成

一人ひとりが地域の文化に誇りを感じて自らの意思で活動し、市民が愛着を持っ
て文化活動を行う中でシビックプライドが醸成され、地域の豊かな文化に携わる人
づくりを行います。

施策３ 地域への誇りや愛着を育むための機会の提供

•	 地域への誇りや愛着を育む事業（羽衣まつり、静岡まつり、清水みなと祭り など）
•	 次世代が伝統を継承する機会の創出（駿府本山お茶まつり事業 など）
•	 地域の文化に対する意識を高める市民参画型の育成事業

第 4章
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視点
2 文化がはぐくむ地域づくり

ここでは、次のような地域の姿を目指します。

•	 文化資源、伝統文化や景観を保存・継承し活用していくための場や環境が整い、
実施されている。

•	 静岡の町並みや食、市民の人柄などを含めたあらゆる“静岡らしい”地域文化
を「しずおか文化」として発信し、その魅力によって人々の興味関心が高まっ
ている。

地域の魅力向上

静岡の文化資源や伝統文化、景観を次世代に伝える環境を整え、地域の魅力を育
みます。
また、その保存や継承をしていくための手段や人材が確保され、多くの人が誇り

を感じるように様々な活用を行います。

施策４ しずおか文化等の保存・継承及び活用

•	 伝統的な文化の保存・継承事業（伝統工芸技術アーカイブス事業 など）
•	 地域の文化財の保存や創造的活用（三保松原保全活用事業、無形民俗文化財公
開事業、史跡小島陣屋跡保存整備事業 など）

•	 地域資源の調査と創造的活用（駿府城跡天守台発掘調査見える化事業 など）
•	 地域の歴史文化の保存や魅力の発信（歴史博物館での収集や展覧会事業 など）

静岡らしい町並みや食、市民の人柄や景観、文化活動などあらゆる“静岡らしい”
雰囲気を広く発信します。それによって市民を始めとする多くの人々の「しずおか
文化」に対する興味関心を高めるほか、来静したいと感じる人を増加させます。

施策５ しずおか文化等の魅力の発信

•	 歴史に彩られた町並みの活用（東海道歴史街道まちあるき推進事業 など）
•	 地域の特性を活かした文化事業の実施（ホビーのまち推進事業、A 級順位戦最
終局～将棋界の一番長い日～ など）

•	 静岡の食や在来種などに関する文化の発信（静岡おでん祭、オクシズ・しずま
えに関する事業 など）
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視点
3 文化でつながるまちづくり

ここでは、次のような人のつながりによるまちの姿を目指します。

•	 誰ひとり取り残さない理念に基づいた多様な文化事業が企画され、また施設等
の環境が整備される事で、誰もが文化による心の充足を得る機会が提供されて
いる。

•	 文化によって生まれた繋がりの中で、集う人々が互いのあるがままを受け入れ、
文化を通じ心豊かな生活を送っている。

•	 市内の様々な「空間」で市民が文化を通じた居場所に出会い、緩やかな繋がり
によって生きる喜びを感じている。

（1）誰ひとり取り残さない機会の提供

文化による繋がり（文化コミュニティ）の中で人々が互いのあるがままを受け入れ、
年齢や性別、国籍、障がいや貧困などによらず誰もが文化に触れる公平な機会を創
造し、誰ひとり取り残さないソーシャル・インクルージョンを達成します。

施策６ 誰もが参加可能で継続的な体験機会の提供

•	 幼少期からの豊かな体験機会の提供（こども園訪問コンサート、親子コンサート など）
•	 外出が難しい人達に向けた体験機会の提供（文化施設によるアウトリーチ事業 など）
•	 誰もが参加可能な表現の場の創造（ラウドヒル計画「ノーボーダーズ」による
市民参加型舞台公演事業、静岡わいわいワールドフェア など）

施策７ あるがままを受け入れる文化コミュニティの醸成

•	 多様なコミュニティが育つ種を蒔く事業（生涯学習施設での講座など）
•	 自分らしさを表現できる場の創造（文化施設でのボランティア活動など）
•	 あるがままを受け入れる場の提供（ラウドヒル計画「ノーボーダーズ」 など）
•	 多様な市民が持つ多様な文化を尊重し、高めあう事業（静岡わいわいワールドフェア など）

（2）サードプレイスの増加

市内にある様々な空間で市民が文化を通じた居場所に出会えるよう、家や職場以
外の居場所であるサードプレイスを創出します。その緩やかな繋がりによって、生
きる喜びを感じられる機会を増加させます。

施策８ 心地よい空間の創出及び公共施設の有効活用

•	 各々が楽しめる時間や空間を提供する事業（SHIZUOKA PICNIC GARDEN など）
•	 気軽に立ち寄れる居場所の創出
•	 身近な空間を活用したまちづくり（文化施設や生涯学習施設の有効活用 など）
•	 人と人との緩やかな繋がりを創出する事業
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視点
4 文化でにぎわうまちづくり

ここでは、次のようなにぎわいによるまちの姿を目指します。

•	 文化事業や文化に携わる人などの情報を国内外に向けて発信する環境が整備さ
れ、それぞれのターゲットに合わせた手段で積極的に発信されている。

•	 大規模で魅力的な文化事業が開催され、多くの人が来静する事でまちが生き生
きと賑わい、観光交流が活性化している。

•	 市内のあらゆる場で文化による交流が盛んに行われ、人々の交流によって新た
な文化事業が創造されている。

•	 市民一人ひとりが主役となる「まちは劇場」を推進し、365 日わくわくドキド
キがあふれるまちづくりを行います。

多様なにぎわいの創出

国内外に向けた情報発信の基盤を整え、積極的な発信の機会を充実させます。文
化の力で、多くの人を静岡に呼び込み、また市内の様々な場で文化による交流が盛
んに行われ新たな文化が創造されるなど、まちににぎわいを生み出します。

施策９ 文化事業等の情報を発信する機会の充実と環境整備

•	 国外に向けた情報発信（海外プロモーション事業 など）
•	 市外に向けた静岡の魅力の発信（芹沢芸術を活用した情報発信）
•	 新しい静岡のブランディング発信（フィルムコミッション事業、静岡市プラモ
デル化計画 など）

•	 SNS などのツールを用いた多様な情報発信手段の拡充

施策 10 交流を活性化する国内外に向けた文化事業の開催

•	 市民が運営やサポートに参加できる文化事業の開催（静岡まつり、清水みなと
祭り、大道芸ワールドカップ in 静岡 など）

•	 アーティスト同士の交流促進（静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター管理運営業務）
•	 分野を跨いだ文化事業の開催（静岡・音楽館×科学館×美術館 共同事業）
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推進体制
ここでは、主体別の役割分担と、今後の進捗管理について述べています。

1 推進主体の役割
本計画は、静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化の振興に関する条

例に基づき、各主体がそれぞれの責務にのっとり相互に連携及び協働しながら文化の
ちからにより、訪れる人、住む人を魅了する求心力の高いまちの実現に向けた取組を
展開していきます。

(1)	市の役割

①	市は、文化の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進します。
②	市は、文化の振興に関する施策を行うに当たり、観光、産業、教育その他の行政
分野の施策との連携を図ります。

③	市は、文化の振興に関する施策を実現するために必要な財政上の措置を行うよう
努めます。
	◆ 市民が、高度で多彩な文化に触れあえる機会の充実を図ります。
	◆ 市民が文化を魅力として発信し、国内外の多くの人が「しずおか文化」を体
験できる機会の提供を推進します。

(2)	公益財団法人静岡市文化振興財団の役割

静岡市文化振興財団は、長年の経験で培った人脈や専門知識等を活用し、計画の主
要な推進主体として、市民が各種文化に触れる環境の整備と市民自身による創造的な
文化活動を支援します。

	◆ 高い専門性やノウハウ、ネットワークを活かして、魅力ある「しずおか文化」の
創造・継承・発信をします。

「静岡市文化振興財団」は、静岡市民が各種文化に触れる環境の整備と市民自身
による文化創造活動を促進し、魅力ある静岡文化の創造、継承、発信に寄与する
事を目的に設置された市の外郭団体です。
これまでに培った経験や実績の蓄積を活かし、静岡市の文化政策を具現化する

ために必要不可欠な存在として、市民主体の「しずおか文化」を新たに創造して
いくためのパートナーとしての役割を担っています。第 2 期となる本計画でもそ
の関係性を維持していくほか、財団が本計画の基本的施策に基づいた事業を推進
するための体制拡充を求め、本市が理想とする文化政策の実現に向け、より強固
な関係を築いていく必要があります。

第 5章
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(3)	市民に期待される役割

市民には、文化の担い手としてその活力及び創意を生かしつつ、常に文化に関する
意識の高揚を図り、文化活動に自主的かつ主体的に取り組むことが求められます。

	◆ 文化イベントの運営等への積極的な参画により、市民の感性や創意工夫が活かさ
れ、文化そのものの活性化につながります。
	◆ 日頃から、多彩で高度な文化に触れる機会を持つことで、文化に対する意識の高
揚を図り、豊かな感性を育むことができます。

(4)	文化団体に期待される役割

文化団体には、市民が充実した文化活動を行うための環境を整えるとともに、文化
活動を担う人材を育成することが求められます。

	◆ 同じ趣味や興味を持つ人々の集まりとして、文化活動の基盤となるとともに、団
体間で連携することにより、活動の質の向上が期待されます。
	◆ 市民文化を推進する主体となり、個人活動を支援することにより、次代の担い手
の育成につながります。
※	「文化団体」とは、文化活動を行う法人その他の団体をいいます。

(5)	事業者に期待される役割

事業者には、文化活動への支援を積極的に行うとともに、当該事業者の事業活動を
通じて文化活動を振興することが求められます。

	◆ 地域の文化振興を地域経済の活性化へとつなげるため、積極的に文化事業への協
賛、支援を行い、市民と連携することにより、活動の活性化に寄与することが期
待されます。
	◆ 事業所で働く者が、余暇等を活用し充実した文化活動を行うことができるよう、
活動を支援する環境の整備が望まれます。
※	「事業者」とは、市内において事業活動を行う民間企業等をいいます。

(6)	教育機関に期待される役割

教育機関は、専門知識等を活用して文化活動を支援し、及び専門知識を有する人材
を育成するとともに、時代を担う子供に対し文化活動への親しみを抱かせるための支
援を行います。

	◆ 本物の文化に触れる機会の充実を図るなど、子どもの豊かな情操を養うための文
化教育が重要になります。
	◆ 施設間の連携を図り、市民が専門的で高度な文化活動に参加できる環境を整える
ことにより、次代の文化を担う人材の育成を図ります。
※	「教育機関」とは、学校、図書館、博物館等をいいます。
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2 市内の主な文化関係施設の役割
本市は、文化振興施策を進めるため、静岡市民文化会館をはじめ、静岡市美術館など、

多くの施設を整備、運営し、それらは市民の文化活動の拠点となる施設として文化振
興の中核的な役割を担ってきました。
今後も、誰もが文化活動を楽しむことができる環境を整備するため、文化施設の適

正な維持管理に努め、ソフトとハードを有機的に結びつけ、豊かな地域資源を活かし
た文化事業や質の高い文化創造活動、鑑賞機会の充実などを図りながら、個性あふれ
る文化を創造し、地域への誇りを培っていきます。

	● 静岡市民文化会館
（葵区駿府町 2番 90号）
市民の芸術文化の向上を図るための施設として設置され、

芸術文化活動の発表の場や、コンサート、演劇、展覧会な
ど様々な芸術文化に触れる機会の拡充を図るため、各種事
業を展開します。

	● 静岡市清水文化会館マリナート
（清水区島崎町 214番地）
市民の芸術文化の向上を図るための施設として設置され、

市民が芸術文化に触れることができる機会を拡充し、感性
豊かな鑑賞者の育成を図り、多彩な文化の承継と独自文化
の創造の実現を目指すとともに、清水都心のにぎわい創出
を図るため、各種事業を展開します。

	● 静岡音楽館ＡＯＩ
（葵区黒金町 1番地の 9）
市民の音楽に対する関心を高め、市民文化の向上を図る

ための施設として設置され、多彩なコンサートや講座を通
じ、鑑賞者の拡大と新たな担い手の発掘、支援や若い聴衆
の育成により、芸術文化の継承を図るとともに、静岡から
発信する芸術文化の創造、発展を目指し、各種事業を展開
します。
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	● 静岡市美術館
（葵区紺屋町 17番地の 1）
多様な美術表現を広く市民に公開し、静岡市の特色ある

美術文化の創造と発信を行い、及び美術文化の交流を促進
することにより、美術に関する市民の知識及び教養の向上
を図り、市民の美術文化を振興するための施設として設置
され、展覧会等の各種事業を展開します。

	● 静岡市立芹沢銈介美術館
（駿河区登呂五丁目 10番 5号）
芹沢芸術を永く後世に伝えるとともに、美術に関する知

識の向上と文化の発展に寄与するための施設として設置さ
れ、芹沢作品及び美術コレクションの保管、研究を行うと
ともに、展覧会等の各種事業を展開します。

	● 静岡市東海道広重美術館
（清水区由比 297番地の 1）
市民の美術に対する関心を高め、市民の芸術文化の向上

を図る施設として設置され、美術作品及び資料の収集、保管、
研究を行うとともに、展覧会等の各種事業を展開します。

	● 静岡市立登呂博物館
（駿河区登呂五丁目 10番 5号）
登呂遺跡に関する知識の向上と文化の発展に寄与するた

めの施設として設置され、登呂遺跡に関する資料の収集及
び保管、研究を行うとともに、おれらの展示と教育普及を
はじめとする各種事業を展開します。

	● 静岡科学館る・く・る
（駿河区南町 14番 25号）
市民が自ら体験することを通して身近な科学に親しみ、

科学への関心を高める場を提供する事により、市民の想像
力及び感性の向上に資するため、各種事業を展開します。
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	● 中勘助文学記念館
（葵区新間 1089 番地の 120）
本市にゆかりの作家・中勘助氏の顕彰と文学の拠点とな

る施設として設置され、文学作品その他関係資料の保存、
展示を行うとともに、文学に関する各種事業を展開します。

	● 静岡市民ギャラリー
（葵区追手町 5番 1号）
絵画、彫塑、書、工芸その他の美術作品の展示等の場を

提供し、市民の芸術文化の向上を図るための施設として設
置され、多くの市民が芸術作品を発表、鑑賞できる機会を
提供し、市民の活発な文化活動を支援します。

	● 静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター（CCC）
（葵区七間町 15番地の 1）
文化・クリエイティブ産業の振興を図るとともに、地域

文化の振興及び地域経済の活性化に寄与する施設として設
置され、クリエーターと事業者とのビジネスマッチングや
パフォーミングアーツ支援など、各種事業を展開します。

	● 静岡市歴史博物館
（葵区追手町 4番 16号）
地域の歴史に関する資料の収集、展示を行うとともに、

歴史に関する調査研究及び地域の歴史的価値の発信を行う
ことにより、教育、学術及び文化の発展並びに歴史を媒介
とした交流の促進に資するため、各種事業を展開します。
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	● 静岡市三保松原文化創造センター（みほしるべ）
（清水区三保 1338 番地の 45）
三保松原の文化的価値を高める関連文化の創造を図ると

ともに、三保松原を訪れる方々に対し名勝及び世界遺産で
ある三保松原の価値及び魅力の発信、観光情報の提供、松
原の保全に係る普及啓発を図るため、各種事業を展開しま
す。

このほか市内には、生涯学習施設や、静岡県立美術館、静岡県舞台芸術公園などの
県有施設をはじめ、民設の美術館、博物館、ギャラリー、ホール、スタジオなど、さ
まざまな文化関係施設があります。それぞれの特性を活かし、連携を図りながら、文
化を創造する拠点としての役割を担います。
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3 計画の進捗管理と評価
各施策に位置づける事業について 、年度ごとに実施計画の実績を取りまとめ、文化

団体を代表する者、学識経験者、事業者を代表する者、公募市民による委員で構成さ
れる「静岡市文化振興審議会」に報告 を行い 、専門的な見地や市民意見を反映し評価
を行います。
また、計画期間の中間年次に、計画全体の進捗状況について検証を行い、そこで出

された成果、課題、対応策などの 意見を踏まえ、必要に応じ計画内容や実施事業の見
直し等を行います。

4 計画全体の成果指標
計画の最終的な進捗状況の検証の参考とするため、令和３年度に実施された市民意

識調査の結果を参考に、下記の４つの指標を設定し、本市の文化振興施策の推進を図
ります。
参考：「静岡市の文化に関する市民意識調査（令和３年度）」
	◆ 文化をはぐくむ人づくり

普段から、文化鑑賞や創作・参加を通じた体験などの活動をしている市民の割合
令和３（2021）年度

82.6%
令和 12（2030）年度

85%
	◆ 文化がはぐくむ地域づくり

静岡市は、歴史・伝統文化や地域の魅力が感じられるまちだと思う市民の割合
令和３（2021）年度

58.9%
令和 12（2030）年度

70%
	◆ 文化でつながるまちづくり

自分自身は、家族や職場・学校以外で文化による「人とのつながり」を持つ機会
があると答えた市民の割合

令和３（2021）年度

54.3%
令和 12（2030）年度

65%
	◆ 文化でにぎわうまちづくり

自分自身や周りの人は、祭りやイベントなどの文化事業に参加したり、交流した
りする機会があると答えた市民の割合

令和３（2021）年度

43.5%
令和 12（2030）年度

55%
本市市内における文化による交流客数の増加

令和３（2021）年度

7,332,000 人
令和 12（2030）年度

7,558,000 人
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参 考 資 料
1	 静岡市の文化に関する市民意識調査結果
2	 静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化の
	 振興に関する条例
3	 静岡市文化振興審議会委員名簿
4	 策定経緯
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1 静岡市の文化に関する市民意識調査結果

(1)	調査の目的

文化の振興に関する計画を策定するための基礎資料として、市民の文化に対する意
識や文化活動の実施状況について調査し、今期計画における最終報告ならびに次期計
画策定に向けた方向性や指標設定の検討に必要となるデータ収集を行うことを目的と
します。

(2)	調査の概要

調査対象：	 静岡市在住の 20 歳以上の方
調査方法：	 無作為抽出による郵送配布・郵送回収
調査期間：	 令和３年 12 月 16 日（木）から令和４年１月 13 日（木）
発  送  数 ：	 2,000 通
有効回収数：	 825 人（有効回収率：41.3％）

(3)	調査結果の概要

【回答者について】

男性
41%

20 代
6%

30代
10%

40 代
14%

50 代
18%

60 代
21%

70 代以上
31%

女性
59%

その他・回答しない
0%

無回答
0%

無回答
0%

n=825

【性別】

【職業】

【年代】

n=825 0.0

会社員

無職

家事専業

パート･アルバイト

自営業

公務員

その他

派遣･契約社員

学生

無回答

5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

n=825
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問２－１ あなたが普段行っている文化活動・鑑賞・体験をしている文化は、次
のうちどれですか。（〇はいくつでも）

回答者数 = 825 ％

文学

音楽

美術

写真

演劇

舞踊

メディア芸術( 映画・漫画・
アニメーション等)

その他芸術

雅楽

能楽

文楽

歌舞伎

組踊

その他我が国古来の伝統
的な芸能

講談

落語

38.3

52.5

23.3

17.1

8.8

3.5

45.3

3.5

1.2

1.1

0.6

6.8

0.4

1.5

1.9

12.2

0 20 40 60 80 100
％

浪曲

漫談

漫才

歌唱

その他の芸能

茶道

華道

書道

囲碁

将棋

その他生活に係る文化

有形及び無形の文化財の
保存・継承及び活用
地域固有の伝統芸能や文
化芸術の振興
該当するものはない（活動
していない）

無回答

1.1

2.9

14.9

26.7

1.5

5.7

8.0

6.9

2.4

5.8

4.6

7.2

3.6

16.7

0.7

0 20 40 60 80 100

「音楽」の割合が 52.5％と最も高く、次いで「メディア芸術 (映画・漫画・アニメーション等 )」の割
合が 45.3％、「文学」の割合が 38.3％となっています。

	● 活動の有無での分析
「活動している人」の割合が 82.5％、「活動していない人」の割合が 16.7％となっ
ています。

回答者数 = 825

活動している人
82.5%

活動していない人
16.7%

無回答
0.7%
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問２－２ あなたは普段、どのくらいの頻度で文化活動・鑑賞をしていますか。
（〇は１つだけ）

回答者数 =

681 30.7 26.1 18.4 21.6 1.3 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に１～２回くらい 月に１～２回くらい
年数回程度 その他 無回答

「ほぼ毎日」の割合が 30.7％と最も高く、次いで「週に１～２回くらい」の割合が 26.1％、「年数回程度」
の割合が 21.6％となっています。

問２－３ あなたは具体的にどのような文化活動・鑑賞をしていますか。
（〇はいくつでも）

回答者数 = 681

％

芸術家（プロ）等の舞台や
演奏・作品の鑑賞
地域の文化団体等による
発表・展覧会等の鑑賞
地域に根差したイベントへ
の参加
市民文化団体による文化
活動への参加
文化に関するボランティア
活動

自身での創作・発表活動

その他

無回答

58.1

25.4

21.9

7.5

4.3

10.1

11.7

10.9

0 20 40 60 80 100

「芸術家（プロ）等の舞台や演奏・作品の鑑賞」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「地域の文化団体
等による発表・展覧会等の鑑賞」の割合が 25.4％、「地域に根差したイベントへの参加」の割合が 21.9％
となっています。
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問２－４ あなたが文化活動・鑑賞をしていて、課題に思うことは何ですか。
（〇は３つまで）

回答者数 = 681 ％

文化情報の入手先がわか
らない

入場料等の値段が高い

静岡市では見たい公演等
が少ない

チケットが手に入らない

入場者・参加者が少ない

所属団体の会員確保・
担い手不足

人材育成・レベルの向上

活動資金の確保

活動・成果発表の場の確保

その他

特に課題はない

無回答

16.3

26.1

48.8

12.2

6.5

4.7

6.6

6.2

6.3

3.7

14.2

8.4

0 20 40 60 80 100

「静岡市では見たい公演等が少ない」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「入場料等の値段が高い」の
割合が 26.1％、「文化情報の入手先がわからない」の割合が 16.3％となっています。

問２－５ あなたが文化活動・鑑賞するうえで、望むことはありますか。
（〇は３つまで）

回答者数 = 681 ％

無料または安価で鑑賞で
きる公演等の充実
芸術家等の公演等におけ
る鑑賞機会の充実

文化情報の充実

ホールなどにおける発表
の場の充実
気軽に見てもらえる発表
機会の充実

練習・創作をする場の充実

活動を広報する場の充実

同じ趣味を持つ人との交
流機会の充実
講演やレッスンを受ける機
会の充実

その他

特に望むことはない

無回答

44.5

29.4

20.6

8.7

12.3

5.3

11.6

15.0

9.3

2.1

11.9

7.9

0 20 40 60 80 100

「無料または安価で鑑賞できる公演等の充実」の割合が 44.5％と最も高く、次いで「芸術家等の公演等
における鑑賞機会の充実」の割合が 29.4％、「文化情報の充実」の割合が 20.6％となっています。
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問２－６ あなたは普段、文化に関する情報をどこで入手していますか。
（〇はいくつでも）

回答者数 = 681
％

広報しずおか

インターネット（SNS を除
く）

Twitter やInstagram など
のSNS

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

フリーペーパー

ポスター・チラシ

家族や友人・知人から

その他

特に入手手段はない

無回答

39.1

44.9

18.5

49.0

51.8

15.9

30.1

32.3

1.9

2.5

1.9

0 20 40 60 80 100

「テレビ・ラジオ」の割合が 51.8％と最も高く、次いで「新聞・雑誌」の割合が 49.0％、「インターネッ
ト（SNSを除く）」の割合が 44.9％となっています。
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問３－１ 「問２－１」で該当するものはない（活動していない）と回答した方
にお伺いします。その理由を教えてください。（〇はいくつでも）

回答者数 = 138
％

文化に興味がないから

経済的な余裕がないから

時間の余裕がないから

会場が遠い・行く手段がな
いから
参加したいイベント・事業
がないから

１人では参加しにくいから

障がい等により参加しても
楽しめない

情報が入ってこないから

対象年齢が合わないから

家から出るのが面倒だから

その他

無回答

18.8

22.5

43.5

9.4

23.9

22.5

5.1

15.9

13.8

17.4

12.3

3.6

0 20 40 60 80 100

時間の余裕がないから」の割合が 43.5％と最も高く、次いで「参加したいイベント・事業がないから」
の割合が 23.9％、「経済的な余裕がないから」、「１人では参加しにくいから」の割合が 22.5％となって
います。

問３－２ 今後、内容によっては文化活動や鑑賞・体験をしたいと思いますか。
（〇は１つだけ）

回答者数 = 138

55.8 39.1 5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容によってはしたい 今後もする気はない 無回答

「内容によってはしたい」の割合が 55.8％、「今後もする気はない」の割合が 39.1％となっています。
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問３－３ どのようなイベント・事業内容なら参加してみたいと思いますか。
（〇はいくつでも）

回答者数 = 77
％

オンラインで参加できる

短い時間で気軽に参加で
きる

無料または安価で参加で
きる

都会で話題になったイベ
ント・事業

家でも参加・鑑賞できる

１人でも参加しやすい雰囲
気がある

好きなアニメやキャラク
ター・芸能人等が登場する

学びが得られる・役に立つ
内容である
出演者や作品等につい
て、興味をそそられる情報
が発信されている

その他

無回答

6.5

40.3

55.8

5.2

27.3

40.3

18.2

45.5

29.9

2.6

0.0

0 20 40 60 80 100

「無料または安価で参加できる」の割合が 55.8％と最も高く、次いで「学びが得られる・役に立つ内容
である」の割合が 45.5％、「短い時間で気軽に参加できる」、「１人でも参加しやすい雰囲気がある」の割
合が 40.3％となっています。

問６ 静岡市が行っている文化事業や文化施設の運営等について満足してい
ますか。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

6.8 50.8 29.8 4.6 8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかと言えば満足している
どちらかと言えば不満である 不満である
無回答

「どちらかと言えば満足している」の割合が 50.8％と最も高く、次いで「どちらかと言えば不満である」
の割合が 29.8％となっています。
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問７ 「文化的なまち」という言葉から、どのようなまちをイメージしますか。
（〇はいくつでも）

回答者数 = 825

％

歴史や伝統文化が受継が
れているまち
イベントが盛んに行われ、
多くの人が集まるまち
文化施設やイベントスペー
スが充実したまち
文化を担う人や、活動する
人が多いまち
多様性を大切にし、誰もが
平等な機会を得られるまち

教育環境が整ったまち

生活の利便性が高いまち

景観に配慮した美しいまち

その他

無回答

69.3

43.3

42.2

39.2

23.9

27.4

26.8

35.8

1.5

3.8

0 20 40 60 80 100

「歴史や伝統文化が受継がれているまち」の割合が 69.3％と最も高く、次いで「イベントが盛んに行わ
れ、多くの人が集まるまち」の割合が 43.3％、「文化施設やイベントスペースが充実したまち」の割合が
42.2％となっています。

問８ 静岡市は、身近に文化が感じられるまちだと思いますか。
（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

8.0 31.9 32.1 20.5 5.7 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない
そう思わない 無回答

「どちらとも言えない」の割合が 32.1％と最も高く、次いで「どちらかと言えばそう思う」の割合が
31.9％、「どちらかと言えばそう思わない」の割合が 20.5％となっています。
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問９ 静岡市は、歴史・伝統文化や地域の魅力が感じられるまちだと思いま
すか。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

11.4 47.8 33.5 5.1 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない
無回答

「どちらかと言えばそう思う」の割合が 47.8％と最も高く、次いで「どちらかと言えばそう思わない」
の割合が 33.5％、「そう思う」の割合が 11.4％となっています。

問１０ あなたは、家族や職場・学校以外で「人とのつながり」を持つ機会が
ありますか。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

15.5 38.8 30.1 14.4 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機会が多くある ときどき機会がある あまり機会はない
機会はほぼない 無回答

「ときどき機会がある」の割合が 38.8％と最も高く、次いで「あまり機会はない」の割合が 30.1％、「機
会が多くある」の割合が 15.5％となっています。

問１１ あなたやあなたの周りの人は、祭りやイベントなどの文化事業に参加
したり、交流したりする機会がありますか。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

6.1 37.6 41.9 13.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機会が多くある ときどき機会がある あまり機会はない
機会は全くない 無回答

「あまり機会はない」の割合が 41.9％と最も高く、次いで「ときどき機会がある」の割合が 37.6％、「機
会は全くない」の割合が 13.0％となっています。



40

第２期 静岡市文化振興計画　2023 » 2030

参考資料

問１２ 静岡市は、文化を活かしてにぎわいが生まれているまちだと思います
か。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

5.5 25.0 34.1 25.2 8.4 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらとも言えない どちらかと言えばそう思わない
そう思わない 無回答

「どちらとも言えない」の割合が 34.1％と最も高く、次いで「どちらかと言えばそう思わない」の割合
が 25.2％、「どちらかと言えばそう思う」の割合が 25.0％となっています。

問１６ 文化活動が充実することにより、あなたが期待する効果は何ですか。
（〇は３つまで）

回答者数 = 825

％

まちのにぎわい創出

経済の活性化

都市イメージの向上

地域への誇りや愛着の醸成

新しいコミュニティとのつな
がり

産業や福祉への相乗効果

心の安らぎや生活の充実

地域住民の連帯感の強化

その他

特に期待する事はない

無回答

43.3

40.8

27.3

30.7

10.9

18.9

37.3

13.0

1.1

3.6

8.2

0 20 40 60 80 100

「まちのにぎわい創出」の割合が 43.3％と最も高く、次いで「経済の活性化」の割合が 40.8％、「心の
安らぎや生活の充実」の割合が 37.3％となっています。
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問１７ 文化活動を行う環境をよりよくするためには、どのような取組みが必
要だと思いますか。（〇は３つまで）

回答者数 = 825 ％

利用しやすい文化施設の
整備や拡充

市民のニーズに応じた
様々な文化鑑賞機会の充実

担い手（次世代）に対する
育成・支援の充実

郷土の歴史や文化を学べ
る環境の整備

文化情報が伝わりやすく
なるような仕組みづくり

官民連携や市民と協働し
た実施体制の充実

文化事業全般を評価検証
できるような組織の整備

その他

無回答

61.7

38.3

36.8

27.4

35.3

12.6

5.1

2.5

5.2

0 20 40 60 80 100

「利用しやすい文化施設の整備や拡充」の割合が 61.7％と最も高く、次いで「市民のニーズに応じた
様々な文化鑑賞機会の充実」の割合が 38.3％、「担い手（次世代）に対する育成・支援の充実」の割合が
36.8％となっています。

問１８ 文化の担い手を育成する（次世代に文化を繋いでいく）には、どのよ
うな取組みが必要だと思いますか。（〇は３つまで）

回答者数 = 825
％

学校等での文化教育の充実

様々なアーティストや専門
家と触れ合える機会の提供

若手に対する育成支援や
援助
発表の機会や練習場所の
確保
ボランティア育成と参加機
会の提供

大学等の専門機関の協力

その他

無回答

61.7

54.4

43.0

31.2

18.7

15.2

2.5

4.7

0 20 40 60 80 100

「学校等での文化教育の充実」の割合が 61.7％と最も高く、次いで「様々なアーティストや専門家と触
れ合える機会の提供」の割合が 54.4％、「若手に対する育成支援や援助」の割合が 43.0％となっています。
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問１９ イベントや文化事業に参加してみたいと心を動かされる情報媒体はど
のようなものですか。（〇は３つまで）

回答者数 = 825 ％

マスメディア（テレビ・ラジ
オ・新聞）等による密着取
材やニュース報道
専門のホームページ設立な
ど、インターネットによる充
実した情報発信（SNSを除く）

Twitter やInstagram など
のSNS によるタイムリーな
情報発信

ポスター・チラシなどのデ
ザインやキャッチコピー

文化の情報発信拠点など、
複数の情報を得られる環境

ポストなどに投函された情
報誌・フリーペーパー

家族や友人などからのお
勧めや口コミ

その他

無回答

67.4

24.5

22.3

32.7

21.3

13.2

27.4

1.6

8.2

0 20 40 60 80 100

「マスメディア（テレビ・ラジオ・新聞）等による密着取材やニュース報道」の割合が 67.4％と最も高
く、次いで「ポスター・チラシなどのデザインやキャッチコピー」の割合が 32.7％、「家族や友人などか
らのお勧めや口コミ」の割合が 27.4％となっています。

問２０ 静岡市は年齢、障がい、性別など様々な要因に関わらず、誰もが文化
施設を利用したり、祭りやイベント・文化活動に参加しやすいまちだ
と思いますか。（〇は１つだけ）

回答者数 = 825

6.4 44.8 35.8 7.3 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない
無回答

「どちらかと言えばそう思う」の割合が 44.8％と最も高く、次いで「どちらかと言えばそう思わない」
の割合が 35.8％となっています。
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問２１ あなたが普段、文化施設を利用したり、文化活動に参加する際、身体
的または精神的に不便に感じたり改善したらいいと感じたことはあり
ますか。（〇はいくつでも）

回答者数 = 825
％

会場のバリアフリー化がさ
れていない

会場までのアクセスが悪く、
参加を断念した

インターネットを通じた申
込みができない・チケット
の発券ができなくて苦労した
会場までの案内看板が少
ないまたはなく、迷ってし
まった

駐車場がなくて車を置くこ
とができなかった

同行者（子ども・高齢者・
障がいのある方など）を連
れて行動するのに苦労した

大きな音や激しい明滅で
気分が悪くなった

ジェンダー的な差別を感じ
た

年齢制限で参加できない
ことがある

文字や漢字が読めず、困
ることがある（文字が小さ
い、病気によるものも含

外国語の対応が不足して
いる

その他

無回答

19.0

30.7

12.0

10.9

49.0

13.6

1.6

0.2

3.2

4.7

5.2

6.1

19.0

0 20 40 60 80 100

「駐車場がなくて車を置くことができなかった」の割合が 49.0％と最も高く、次いで「会場までのア
クセスが悪く、参加を断念した」の割合が 30.7％、「会場のバリアフリー化がされていない」の割合が
19.0％となっています。
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2 静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化の振興に関する条例
平成 28 年３月 18 日

条例第 21 号
芸術文化、歴史文化に代表される文化は、人に楽しさや感動を与え、安らぎや生き

る喜びをもたらすだけでなく、豊かな人間性や感性を育むために必要なものです。
また、文化の持つ創造性や、地域の文化資源は、観光、産業、教育等の様々な分野

において、活力にあふれる豊かなまちを生み出すちからとなります。
静岡市は、南アルプスから駿河湾に至る広大な市域と豊かな自然環境に恵まれ、歴

史的にも東西交通の要衝として栄えてきました。加えて、国の特別史跡である登呂遺
跡が稲作農耕文化の姿を今に伝える弥生時代、今川義元公がこの地で今川文化を開花
させた戦国時代、徳川家康公の大御所政治の下、ヨーロッパ諸国の外交団を迎えるなど、
わが国の政治経済の中心地となるとともに、静岡浅間神社や国宝久能山東照宮の造営
に全国の名工が集まり匠の技を競った江戸時代と、古代から近世を通じて、文化の要
衝として栄えてきたまちでもあり、独自の文化を生み出してきました。
一方で、羽衣伝説を今に伝える三保松原が、芸術の源泉と信仰の対象として世界文

化遺産に登録された富士山の構成資産として認められ、本市が持つ文化資源が再認識
される契機となりました。また、街かどで表現される演劇、音楽、大道芸などが本市
特有の文化として定着するとともに、文化施設を核とした様々な文化的取組が生まれ
ています。
このような、本市が誇るべき豊かな自然や歴史の下に創り、育み、守ってきた多彩

で貴重な文化資源を市民共通の財産として最大限に活用し、広く発信すれば、国内外
から多くの人々が訪れ、まちににぎわいが生まれます。それは、市民一人ひとりがま
ちに誇りと愛着を持ち、高い意識の下、さらに先の次元を目指して文化を創造するこ
とのできる、元気と魅力にあふれたまちの実現にもつながります。
そこで私たちは、市民、文化団体、事業者、教育機関、市が互いに連携しながら、

本市の多彩な文化の調和、創造、発展を進め、文化のちからによりまちににぎわいを
生み出し活力ある文化都市しずおかを創造・発信することにより、国内外から多くの
人々を集め、訪れる人、住む人を魅了する求心力の高いまちの実現を目指すことを決
意し、この条例を制定します。
（目的）
第１条	　この条例は、芸術文化及び歴史文化に代表される市の文化の振興に関し、

基本理念を定め、市民、文化団体、事業者、教育機関及び市の責務を明らかにすると
ともに、文化の振興のための施策の基本となる事項を定めることにより、総合的かつ
持続的な文化の振興を図り、もって個性豊かな文化の創造及び文化を活かした交流に
よる活力あふれるまちづくりに寄与することを目的とする。
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（定義）
第２条	　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。
(1) 芸術文化 芸術（音楽、美術、演劇、文学、舞踊、写真、映画その他の芸術をいう。）

に関する文化をいう。
(2) 歴史文化 伝統芸能（能楽、歌舞伎その他のわが国古来の伝統的な芸能をいう。）、

茶道、華道、書道その他これらに類するもの及び歴史上の意義を有する事象に関する
文化をいう。
(3) 文化活動 文化を創造し（芸術作品の創造及び発表を含む。）、若しくは享受し、

又はこれらの活動を支援する活動をいう。
(4) 市民 市内に居住し、通学し、若しくは通勤し、又は市内において文化活動を行

うものをいう。
(5) 文化団体 文化活動を行う法人その他の団体をいう。
(6) 事業者 市内において事業活動を行う全てのものをいう。
（基本理念）
第３条	　文化の振興は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。
(1) 市民の自主性及び創造性が尊重されること。
(2) 市民が常に文化に関する意識の高揚に努め、等しく文化活動を行うことができ

る環境の下に行われること。
(3) 豊かな自然環境、歴史及び風土に培われてきた本市の文化が、市民の共通の財

産として認識されるよう配慮されること。
(4) 次代を担う子どもに対する支援や人材の育成が図られること。
(5) 市民が誇りと愛着を持ち、守り育ててきた特色ある文化が尊重され、その活用

が図られること。
(6) 本市の文化を国内外へ発信することにより、文化を活かした交流促進が図られ

ること。
(7) 各主体がそれぞれの責務にのっとり、相互に連携し、及び協働して文化活動が

行われること。
（市民の責務）
第４条	　市民は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、文化

の担い手としてその活力及び創意を生かしつつ、常に文化に関する意識の高揚を図り、
文化活動に自主的かつ主体的に取り組むよう努めるものとする。
（文化団体の責務）
第５条　文化団体は、基本理念にのっとり、市民が充実した文化活動を行うための

環境を整えるとともに、文化活動を担う人材を育成するよう努めるものする。
（事業者の責務）
第６条	　事業者は、基本理念にのっとり、文化活動への支援を積極的に行うとともに、

当該事業者の事業活動を通じて文化活動を振興するよう努めるものとする。
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（教育機関の責務）
第７条	　教育機関は、基本理念にのっとり、専門知識等を活用して文化活動を支援し、

及び専門知識を有する人材を育成するとともに、次代を担う子どもに対し文化活動へ
の親しみを抱かせるための支援を行うよう努めるものとする。
（市の責務）
第８条　市は、基本理念にのっとり、文化の振興に関する施策を総合的かつ計画的

に推進するものとする。
２	 市は、文化の振興に関する施策を行うに当たっては、観光、産業、教育その他

の行政分野の施策との連携を図るものとする。
３	 市は、文化の振興に関する施策を実施するために必要な財政上の措置を行うよ

う努めるものとする。
（文化振興計画）
第９条　市は、文化の振興に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、文化

の振興に関する計画（以下「文化振興計画」という。）を策定するものとする。
２	 文化振興計画は、次に掲げる事項について定めるのものとする。
(1) 文化の振興に関する目標、方針及び方策に関すること。
(2) 前号に掲げるもののほか、文化の振興に関する施策の推進に関すること。
（歴史文化に関する資源の活用）
第 10 条　市は、文化財その他の歴史文化に関する資源を保護するとともに、当該

資源を観光資源として活用し、その魅力を国内外に発信するものとする。
（特徴的な芸術文化の継承、発展及び活用）
第 11 条　市は、本市において育まれ、形成された本市を特徴づける街かどで表現

される演劇、音楽、大道芸その他の芸術文化の継承及び発展を図るとともに、当該芸
術文化を活用し、交流の活性化を図るものとする。
（交流の活性化に資する文化事業の開催等の推進）
第 12 条　市は、文化を通じて交流の活性化を図るため、市民その他の多くの人々

が文化活動を行うことができる文化事業の開催及び誘致を推進するものとする。
（国際的な催しにおける市の芸術文化の紹介）
第 13 条　市は、文化を通じて交流の活性化を図るため、国際的な催しに際し、市

の芸術文化を紹介する取組を推進するものとする。
２	 市は、前項の取組の推進に当たっては、国、静岡県、他の地方公共団体その他

関係団体と連携するよう努めるものとする。
（文化を享受する機会の拡大）
第 14 条　市は、年間を通じて、市民その他の多くの人々が多様な文化を享受する

ことができるよう、文化を鑑賞し、体験し、及び文化活動の成果を発表する機会の拡
大を図るものとする。
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（子どもに対する文化教育の充実等）
第 15 条　市は、子どもの文化に関する感性を磨き、その表現力を高めるため、教

育機関等と連携して、学校、地域その他の場所における文化に関する教育を充実させ、
及び子どもの文化活動が積極的に行われるための支援を行うものとする。
（文化活動の担い手の育成等）
第 16 条　市は、市民が文化活動を将来にわたり行うことができる環境を充実させ

るため、文化団体等と連携して、文化活動の担い手の発掘、育成及び支援を行うもの
とする。
（市民及び文化団体等の顕彰）
第 17 条　市は、市の芸術文化の振興と向上に寄与する優れた業績を挙げ、将来そ

の一層の発展が望まれる市民及び文化団体等の顕彰を行うものとする。
（伝統的な文化の保存及び継承）
第 18 条　市は、伝統芸能その他のわが国古来の伝統的な文化に対する誇りと愛着

を市民が持つことができるよう必要な措置を講ずるとともに、その保存及び継承に努
めるものとする。
（文化に関する情報を発信する機会の充実）
第 19 条　市は、文化を通じた交流の活性化を図るとともに、市民の自主的かつ主

体的な文化活動を支援するため、文化に関する情報を発信する機会の充実を図るもの
とする。
（静岡市文化振興審議会）
第 20 条　文化の振興に関する市の施策の総合的な推進を図るため、静岡市文化振

興審議会（以下「審議会」という。）を置く。
（所掌事務）
第 21 条　審議会は、次に掲げる事項について調査審議する。
(1) 文化振興計画の策定及び変更に関すること。
(2) 文化振興計画の目標の達成度及び効果の検証及び評価に関すること。
(3) 前２号に掲げるもののほか、文化の振興に関する重要な事項
（組織）
第 22 条　審議会は、委員 10 人以内をもって組織する。
２	 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。
(1) 文化団体を代表する者
(2) 学識経験者
(3) 事業者を代表する者
(4) 市民
３	 市長は、前項第４号に掲げる委員の選任に当たっては、公募の方法によるよう

努めるものとする。
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（委員の任期）
第 23 条　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残

任期間とする。
２	 委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第 24 条　審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２	 会長は、審議会の会務を総理し、審議会を代表する。
３	 会長は、審議会の会議の議長となる。
４	 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。
（会議）
第 25 条　審議会の会議は、会長が招集する。
２	 審議会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。
３	 審議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の

決するところによる。
４	 審議会は、必要があると認めるときは、審議会の会議に関係者の出席を求め、

その意見又は説明を聴くことができる。
（庶務）
第 26 条　審議会の庶務は、観光交流文化局において処理する。
（委任）
第 27 条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。
附 則
この条例は、平成 28 年４月１日から施行する。



50

第２期 静岡市文化振興計画　2023 » 2030

参考資料

3 静岡市文化振興審議会委員名簿

氏名 役職等

伊
いとう

藤　香
かおり

織 東京理科大学 理工学部教授

遠
えんどう

藤　次
じろう

朗 特定非営利活動法人アートコネクトしずおか 理事

久
く ぼ た

保田　隆
ゆたか

静岡商工会議所
観光・飲食部会部会長
㈱浮月 取締役会長

是
これなが

永　詔
しょうじ

司 静岡市文化協会会長

佐
さ さ き

々木　雅
まさゆき

幸
文化庁地域文化創生本部文化創造アナリスト
金沢星稜大学特任教授
大阪市立大学名誉教授

田
たなか

中　豊
とよね

稲
（公財）静岡市文化振興財団業務執行理事
静岡市美術館館長

成
なるしま

島　洋
ようこ

子 （公財）静岡県舞台芸術センター芸術局長

パメラ・ジュール 公募委員

平
ひらの

野　雅
まさひこ

彦 静岡大学 人文社会科学部客員教授

吉
よしかわ

川　秀
ひでお

男 公募委員
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4 策定経緯

年 月 日 事 項

平成２８年
　　　　　４月　１日

静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化
の振興に関する条例施行

平成２９年
　　　　　３月

第１期静岡市文化振興計画策定

令和　３年１２月１６日～
令和　４年　１月１３日

静岡市の文化に関する市民意識調査実施

令和　４年　４月　１日～
　　　　　　　　２８日

静岡市文化振興審議会 市民委員公募

　　　　　　５月１８日、
　　　　　　　　２５日

第２期静岡市文化振興計画策定に係る
公益財団法人静岡市文化振興財団との意見交換会実施

　　　　　　６月１７日 第１回静岡市文化振興審議会

　　　　　　７月２９日 第２回静岡市文化振興審議会

　　　　　　８月２４日～
　　　　　　９月１２日

第２期静岡市文化振興計画策定に係る
静岡市文化協会へのアンケート調査実施

　　　　　　９月３０日 第３回静岡市文化振興審議会

　　　　　１２月　７日 重要政策検討会議

　　　　　１２月１０日～
　令和５年　１月１０日

パブリックコメント実施

　　　　　　１月１７日 第４回静岡市文化振興審議会

　　　　　　１月２６日 経営会議
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